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新潟県立見附高等学校は、文化祭「和光祭」を開催します。 

 今年度の和光祭では、見附市の伝統文化「大凧揚げ」を行います。また、立教大

学文学部教育学科の河野哲也教授と学生の皆さんを招き、「哲学対話」に挑戦します。

生徒が制作した美術作品を題材に、高校生・大学生・来場者が作品について考え、

語り合います。 

 高校の文化祭という枠を超え、地域・大学・高校がつながり、生徒が地域の魅力

や自身の可能性について考える場をつくります。 

 

●日 時 9月 12日（土）10:00～14:00 

 

●場 所 新潟県立見附高等学校（見附市本所 1-20-6） 

 

●主な内容 ①大凧揚げ 13:00～（会場：グラウンド、雨天時は体育館に展示） 

生徒が地域の伝統文化に触れ、地域の方々と一緒に大凧を揚げること 

で、「地域の文化を知る」だけでなく、「地域に関わる」機会とします。 

～総合的な探究の時間「大凧」の今までの流れ～ 

   １年時 11月     協会理事  小柳さんの講演会 

        3月     白凧つくり 協会の皆様のご指導の元 

   ２年時  7月 ～8月 絵付け    協会の皆様のご指導の元 

            9月 12日  文化祭での大凧揚げ 

 

      ②哲学対話 13:00～（会場：晴天時は中庭、雨天時は会議室） 

立教大学の河野教授、大学生とのコラボレーションによる「哲学対

話」。大学の学びを高校生が体験し、異なる世代・立場の人との対話

を通じて、自分の考えを深め、新しい視点に出会う機会とします。 

【本件の問合せ先】新潟県立見附高等学校 担当:永井 ☎（0258）62-0080 

見附市企画調整課 担当:堀江 ☎（0258）62-1700 （内線 313） 
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見附高等学校の生徒が文化祭で 

大凧揚げと哲学対話に挑戦します 


